


総合エネルギー効率およびCO2排出量1

総合エネルギー効率（COP）とは、使ったエネルギー（電気・

ガス）と作ったエネルギー(冷水・蒸気等)の比率のことで、

この数値が高い方が優れています。2020年度においては、

新型コロナウイルス感染拡大による緊急事態宣言の発出

等の影響による負荷率低下を主因として、冷熱エネルギー

効率(青)は下がる結果となりました。一方、温熱エネル

ギー効率（紫）がリニューアルした大手町センター稼働の

影響により向上したことから、総合エネルギー効率(緑)は

ほぼ前年同水準となりました。

なお、未利用熱活用や試験供給を加味したCOP(★)は

記載の通りとなります。

COPの向上には東京都も注力しており、エネルギー供給の

効率等を記載した実績報告書を公表し、より高効率なエネ

ルギー供給への転換や、高効率な地域熱供給への加入を

促進しています。

なお、同報告書（2019年）において、当社各プラントは以下の

評価を頂きました。（下表参照）

また、2020年から始まる第三計画期間においても、丸一・

丸二地区では準トップレベル事業所の認定を継続してい

ます。

当社のCO2排出量は、お客さまビルの

建替工事で供給停止により減少したり、

新築後の再加入によって増加することが

あります。近年の排出量増加については

有楽町地区を始めとした販売熱量の

増加による影響ですが、当社では今後も

CO2排出量原単位の向上に努めてまいり

ます。CO2排出量原単位は数値が小さい

ほうが優れており、当社のCO2排出量

原単位（緑）は、東京都の熱供給地区の

平均値（オレンジ）よりも優れています。
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（3）年度別CO2排出量

CO2排出量（t-CO2/年）

【丸熱】CO2排出量原単位（kg-CO2/㎡）※1

【東京都】CO2排出量原単位（kg-CO2/㎡）※2
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※1供給先の延べ床面積１㎡当たりのＣＯ2排出量で、この値

が小さいほど１㎡当たりのＣＯ2排出量が少ないと言えます。

※2東京都省エネカルテ（東京都にて都内大規模事業所から地

球温暖化対策計画書等をもとに、ＣＯ2排出量を集計し作成し

た）に掲載されている「熱供給業」のＣＯ2排出量原単位平均値。

エネルギーの効率 評 価 地 区

東京都環境局の基準による各プラントのエネルギー評価

0.73以上0.80未満

0.70以上0.73未満

0.70未満

A-

B

C

0.90以上 AA
丸一・丸二

大手町・有楽町
青山

0.85以上0.90未満 A+ 内幸町

0.80以上0.85未満 A

【丸熱】総合COP 【丸熱】温熱COP
省エネ法による未利用熱活用制度ならびに試験供給を考慮した場合

【丸熱】冷熱COP

【東京都】平均総合COP ゴミ焼却排熱を活用する区域を除く場合

※東京都環境局地域エネルギー供給実績報告書に掲載されている東京都の熱供給
区域(丸熱を除く)の平均エネルギー効率

※2020年度からは東京都環境確保条例第三計画期間（係数変更）

（1）全地区COP年度推移
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2 当社の主な環境負荷低減の為の取り組み

当社の熱製造プラントでは環境負荷低減の為に様々な取り組みを行いながら、更なる効率運転や安全・安定供給に努めています。

ポイント❶ …

■ 有楽町地区

■ 大手町地区
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■ 丸一・丸二地区
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（2）各地区COP年度推移

ポイント❶

ポイント解説

5

2

1

6

4

地域供給配管の断熱材を更新するなど、熱供給設備の熱ロス
対策を進めています。

地区間の蒸気配管を連携することで配管ネットワークを構築し、負荷の少ない
時期には１プラントから隣接地区へ効率的な供給を行なうと同時に、供給シス
テムの強靭化を図っています。（丸一～丸二地区の蒸気配管は既に連携され、
2020年4月には有楽町～丸二地区間の蒸気連携が開始）

3 蓄熱システムを活用することで夏の昼間電力負荷の約14％のピークカットを
行なうことが可能です。（2020年度実績）

冷房排熱を高温度で外気に放熱する個別熱源方式に比べ、当社
では屋上冷却塔で潜熱処理をしていることから（都心の）ヒート
アイランド現象の緩和にも役立っています。

中水熱利用やCGSインタークーラー冷却水の利用など、未利用
エネルギーの積極的な活用を進めており、大手町パークビルでは
これらをヒートポンプの熱源水に利用することで、温熱COPは
従来の空気熱源と比べ約45%の効率向上となりました。

プラントに設置されている熱源機器は、最新の高効率機器の導入を進めており、
従来の機器に比べて効率的で環境性・経済性にも優れています。
（インバータターボ冷凍機への更新等）
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高効率機器導入による効率向上（トピックス１参照） ※2020年度は速報値ポイント❷ … インバータターボ冷凍機による製造比率増加

2016 2017 2018 2019

2016 2017 2018 2019

2020

2020

2016 2017 2018 2019 2020

総合COP 温熱COP 冷熱COP

0.90

0.82

1.29

0.80

1.00

0.94

1.21

0.75

0.50

0.90

0.70

1.10

1.30

■ 青山地区
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省エネ法による未利用熱活用制度ならびに試験供給を考慮した場合

■ 内幸町地区
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■ 丸一・丸二・有楽町地区 2020年より3地区による連携開始
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ポイント❷

一般財団法人ヒートポンプ・蓄熱センター振興賞受賞（総合システム部門）
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